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野菜情報 2023.528

アスパラガスは、「たくさん分かれる」「激
しく裂ける」というギリシャ語が語源である
と言われている。原産地はヨーロッパ南部か
らロシアとされ、江戸時代にオランダ人に
よって長崎に伝えられたという説があるが、
当初は観賞用であった。食用としての栽培は、
大正時代に北海道開拓団によって導入された
のが始まりとされているが、当時は缶詰加工
用に盛り土をして軟白栽培するホワイトアス

パラガスが主流であった。現在は、食生活の
洋風化や健康志向の高まりと共に、太陽を浴
びて栄養をたっぷり含み、地上に伸びた緑の
若芽を収穫するグリーンアスパラガスが主体
で、流通量の9割以上を占めている。これ以
外にも生鮮用のホワイトアスパラガス、紫ア
スパラガス、ミニアスパラガスなど、色や大
きさのバリエーションが増えている。

主要産地

アスパラガスの需給動向	 調査情報部

グリーンアスパラガスとホワイトアスパラガス

紫アスパラガス

資料：農林水産省「令和３年産野菜生産出荷統計」
　注：図中の番号は収穫量の多い順番、期間は主な出荷期間を表している。

①北海道
　4月～7月

⑤長崎県
　2月中旬～10月

③熊本県
　3月～9月

⑦栃木県
　2月～10月中旬

②佐賀県
　1月～9月

⑩秋田県
　5月～9月中旬、
　12月下旬～2月

⑥山形県
　4月下旬～9月下旬

⑧長野県
　4月下旬～10月上旬

⑨福島県
　5月～6月、
　7月下旬～
　9月中旬

④福岡県
　2月～10月
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令和３年の作付面積は、4500ヘクタール
（前年比93.8％）と、前年に比べてかなりの
程度減少した。
上位５県では、
◦北海道�1060ヘクタール（同　89.8％）
◦長野県� 655ヘクタール（同　85.9％）
◦山形県� 364ヘクタール（同�100.3％）
◦秋田県� 350ヘクタール（同　96.7％）
◦福島県� 338ヘクタール（同　98.5％）
となっている。

令和３年の出荷量は、２万2400トン（前
年比94.9％）と、前年に比べてやや減少した。
上位５県では、
◦北海道� 2670トン（同　77.2％）
◦佐賀県� 2350トン（同�104.0％）
◦熊本県� 2210トン（同�107.3％）
◦長崎県� 1760トン（同　95.7％）
◦福岡県� 1750トン（同�108.0％）
となっている。

出荷量上位５県について、10アール当た
りの収量を見ると、熊本県の2.36トンが最
も多く、次いで福岡県の2.16トン、佐賀県
の2.10トン、長崎県の1.70トンと続いてい
る。その他の県で多いのは、栃木県の1.54
トンであり、全国平均は0.56トンとなって
いる。

作付面積・出荷量・単収の推移

資料：農林水産省「令和３年産野菜生産出荷統計」

令和３年産の主産地の単収

資料：農林水産省「令和３年産野菜生産出荷統計」
　注：黄色は、出荷量上位５道県以外で単収が多い２県および全国平均。

資料：農林水産省「令和３年産野菜生産出荷統計」

作付面積(ha) アスパラ

平成26 27 28 29 30 令和元 2 3 R３構成比（％) R3-R2 R3/R2 R3/R1 全 国 4,500

北 海 道 1510 1440 1390 1310 1280 1250 1180 1060 23.6 △ 120 89.8 0.85

長 野 1010 971 940 949 884 828 763 655 14.6 △ 108 85.85 0.79 北 海 道 1,060

山 形 333 333 354 359 359 362 363 364 8.1 1 100.3 1.01 長 野 655

秋 田 418 415 410 410 408 376 362 350 7.8 △ 12 96.7 0.93 山 形 364

福 島 419 407 389 379 370 358 343 338 7.5 △ 5 98.5 0.94 秋 田 350

そ の 他 1890 1904 1937 1923 1869 1836 1789 1733 38.5 △ 56 96.9 0.94 福 島 338

全 国 5580 5470 5420 5330 5170 5010 4800 4500 100.0 △ 300 93.8 0.90

上 位 ５ 県 合 計 3690 3566 3483 3407 3301 3174 3011 2767

そ の 他 検 算 1890 1904 1937 1923 1869 1836 1789 1733

式チェック済み
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作付面積の推移出荷量(t) 全 国 22,400

平成26 27 28 29 30 令和元 2 3 R３構成比（％） R3-R2 R3/R2 R3/R1

北 海 道 4,260 4,250 3,820 3,110 3,310 3,040 3,460 2,670 11.9 △ 790 77.2% 88% 北 海 道 2,670

佐 賀 2,710 2,720 2,580 2,220 2,390 2,650 2,260 2,350 10.5 90 104.0% 89% 佐 賀 2,350

熊 本 1,910 1,920 1,970 1,890 1,810 1,970 2,060 2,210 9.9 150 107.3% 112% 熊 本 2,210

長 崎 2,120 2,090 2,070 1,740 1,640 1,740 1,840 1,760 7.9 △ 80 95.7% 101.1% 長 崎 1,760

福 岡 1,530 1,620 1,700 1,560 1,660 1,800 1,620 1,750 7.8 130 108.0% 97.2% 福 岡 1,750

そ の 他 12,570 13,100 14,660 12,480 12,390 12,400 12,360 11,660 52.1 △ 700 94.3% 94.0%

全 国 25,100 25,700 26,800 23,000 23,200 23,600 23,600 22,400 100.0 △ 1,200 94.9% 94.9%

参 考 長 野 2,170 2,080 3,060 2,390 2,170 1,800 1,650 1,260 5.6 △ 390 76.4% 70.0%

※長野は、R３年は８位だったが、平成年代は多かったので、追加で入れた。

出出荷荷量量のの推推移移
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出荷量の推移

11 （ｔ） 生産の数値があるのは、19県

全 国 560 0.56

1 熊 本 2,360 2.36
2 福 岡 2,160 2.16
3 佐 賀 2,100 2.1
4 長 崎 1,700 1.7
5 栃 木 1,540 1.54
6 香 川 1,150 1.15
7 愛 媛 1,090 1.09

ベース！ 多い順に並べ替える

22
出荷量の多い
上 位 ５ 県

単収（kg/10a) （ｔ）

3 熊 本 2,360 2.36 ※
5 福 岡 2,160 2.16
2 佐 賀 2,100 2.10 ※
4 長 崎 1,700 1.70 ※
1 北 海 道 276 0.28 ※
6 栃 木 1,540 1.54 ※
7 香 川 1,150 1.15 ※

全 国 560 0.56

↓
33 出荷量 ｔ ↓ １（単収）の表に、単収、上位７位までをコピー

1 北 海 道 2,670 ↓ ３（出荷量）の表に、出荷量７位までをコピー
2 佐 賀 2,350
3 熊 本 2,210
4 長 崎 1,760
5 福 岡 1,750
6 栃 木 1,480
7 山 形 1,450

赤字は宮坂追記

単収（kg/10a)   上位７県

出荷量上位５県をコピペ。単収上位７県と重なる県の

単収は、上の表からコピペ。

それ以外で単収が多い２県を追加。

出荷量上位５県の県名をコピペ。単収上位７県に入ってい

る県は、上（単収）の表から単収の数値をコピペ。

無かったら元データからコピペ。

それ以外で単収が多い２県を、上（単収）の表から追加。

令和３年産の主産地の単収
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各産地とも、生育ぞろいが良く、露地栽培、
ハウス半促成栽培、トンネル栽培の全ての作
型に汎用性がある極早生種の「ウェルカム」
が多い。北海道では、低温萌芽性（低温時で

も芽を出せること）に優れ、グリーンアスパ
ラガスだけでなく、軟白栽培のホワイトアス
パラガスにも利用できる「ガインリム」も栽
培されている。

作付けされている主な品種など

東京都中央卸売市場の月別入荷実績（令
和３年）を見ると、１～３月はメキシコ産
が多く、３月には長崎産、佐賀産、栃木産
などの国内産の入荷が増え始め、５～８月

はさらに秋田産、山形産といった北日本の
産地からの入荷があり、７月がピークとなっ
た。９月以降は入荷量が減り、豪州産が増え、
10月からは再びメキシコ産が入荷した。

東京都・大阪中央卸売市場における月別県別入荷実績

都道府県名都道府県名 主 な 品 種

北 海 道 ガインリム、スーパーウェルカム、ウェルカム、ゼンユウガリバー

佐 賀 県 ウェルカム

熊 本 県 ウェルカム、スーパーウェルカム、ガリバー

長 崎 県 ウェルカム

福 岡 県 ウェルカム、スーパーウェルカム

資料：関係者聞き取りにより農畜産業振興機構作成

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：令和３年東京都中央卸売市場年報

令和３年　アスパラガスの月別入荷実績
　（東京都中央卸売市場計）
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令和３年　アスパラガスの月別入荷実績
（東京都中央卸売市場計）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和３年東京都中央卸売市場年報）
　注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。
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大阪中央卸売市場の月別入荷実績（令和３
年）を見ると、１～３月はメキシコ産の輸入
品が多いが、３月以降は佐賀産、長崎産、福
岡産が増え始め、７月のピークに向けて熊本

産や愛媛産、岡山産の入荷がみられた。９月
までは九州の産地からの入荷が中心となる
が、10～12月はメキシコ産、豪州産の輸入
品が主流となった。

東京都中央卸売市場における国内産アスパ
ラガスの価格は、入荷量の増加に伴って１月
から徐々に下降し、11月以降に上昇する傾
向が見られる。年によって大きな変動はない
が、令和４年は１キログラム当たり874～
2864円（年平均1313円）の間で推移した。

外国産アスパラガスの価格は、国内産の出回
りが少なくなる10月～翌１月が高くなると
いう傾向がある。令和４年は647～1424円
（年平均943円）と、国内産の７割程度の価
格で推移した。

東京都中央卸売市場における価格の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和３年大阪市・大阪府中央卸売市場年報）
　注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和３年　アスパラガスの月別入荷実績
（大阪中央卸売市場計）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

卸売価格の月別推移（国内産）

東東京京都都中中央央卸卸売売市市場場　　卸卸売売価価格格（（アアススパパララガガスス）） 国国内内産産 (単位：単価=円/kg)
年 平平成成//令令和和 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 min max 平均

赤 2022年 R4 2319.4 1931.5 1726.8 1699.6 1637.5 1301.8 971 874 1002.8 993.3 2713.7 2863.7 874 2863.7 1,313.0
青 2021年 3 2335.4 1618.2 1559.8 1770.6 1733.6 1356.3 1024.6 872.5 1063 968.2 1169.4 2551.4 872.5 2551.4 1,319.0
緑 2020年 2 2204.2 1633.9 1640.9 1634.6 1363.1 1217.7 1178 1086 1083.4 1054.9 1896.8 2573.8 1054.9 2573.8 1,312.0

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」

↓最小値を５００にしたもの
卸卸売売価価格格のの月月別別推推移移（（国国内内産産））

↓R2を点線にしたもの

0

50

100

150

200

250

300

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（円/㎏） 卸売価格の月別推移（国内産）参考 にんじん

令和３年

令和元年

（月）

令和２年

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

（円/kg）

（月）

令和２年 令和３年

令和４年

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

（円/kg）

（月）

令和２年

令和３年

令和４年

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

（円/kg）

（月）

令和２年

令和３年

令和４年

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：令和３年大阪市、大阪府中央卸売市場年報

令和３年　アスパラガスの月別入荷実績
（大阪中央卸売市場計）
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生鮮アスパラガスの輸入量は１万トン前後
で推移していたが、減少傾向が続き、近年は
１万トンを切っており、令和３年は9037ト
ンであった。周年で輸入され、主に秋から春
先の国内産が少ない端境期に多く輸入されて
いる。主な輸入先国はメキシコと豪州で、近

年メキシコ産のシェアが増加している。
調製アスパラガスは減少傾向にあったが、
令和元年から２年は増加。中国産の輸入量、
比率ともに減少し、ペルー産が多くなってい
る。

輸入量の動向

卸売価格の月別推移（外国産）

東東京京都都中中央央卸卸売売市市場場　　卸卸売売価価格格（（アアススパパララガガスス）） 海海外外産産 (単位：単価=円/kg)

年 平平成成//令令和和 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 min max 平均
赤 2022年 R4 1,198.2 684.5 646.5 824.5 1,119.5 1,105.6 993.5 1,214.5 1,339.3 1,050.4 1,423.8 1,335.5 646.5 1,423.8 943.0
青 2021年 3 1,184.5 541.9 544.0 785.5 977.0 892.5 805.3 900.6 1,120.2 843.9 734.0 1,030.1 541.9 1,184.5 780.0
緑 2020年 2 1,350.5 671.5 623.3 667.8 810.8 949.2 1,170.7 1,260.7 965.6 961.6 880.4 1,107.7 623.3 1,350.5 825.0

東東京京都都中中央央卸卸売売市市場場　　卸卸売売価価格格（（アアススパパララガガスス）） 海海外外産産 (単位：単価=円/kg)
年 平平成成//令令和和 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 min max 平均

赤 2022年 R4 #VALUE! 684.5 646.5 824.5 1,119.5 1,105.6 993.5 1,214.5 1,339.3 1,050.4 1,423.8 1,335.5 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
青 2021年 3 1.2 541.9 544.0 785.5 977.0 892.5 805.3 900.6 1,120.2 843.9 734.0 1,030.1 1.2 1,120.2 764.7
緑 2020年 2 1.2 671.5 623.3 667.8 810.8 949.2 1,170.7 1,260.7 965.6 961.6 880.4 1,107.7 1.2 1,260.7 839.2

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」

卸卸売売りり価価格格のの月月別別推推移移（（海海外外産産））
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

国・地域別輸入量の推移（生鮮）

ベジ探 輸出入情報
≪輸入≫品目別輸入先国・数量・金額・単価　（税番コード検索)
種　別：生鮮野菜 品　目：アスパラガス

（単位：kg、） 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 令和元 ２ ３ R３年構成比

メキシコ 6,610,021 4,466,482 6,052,105 6,292,023 7,407,413 6,944,698 7,682,195 8,014,329 88.69

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 2,359,555 2,813,215 3,427,181 2,583,241 2,649,685 2,220,105 1,225,308 599,248 6.63

ペルー 1,327,314 715,138 651,029 594,789 388,188 238,407 163,946 164,460 1.82

タイ 499,064 287,036 231,656 239,504 136,387 129,112 87,444 65,437 0.72

アメリカ 348,182 198,921 127,915 95,466 99,564 97,942 34,418 11,869 0.13

その他 596,374 445,747 312,223 276,726 145,930 181,031 113,737 181,176 2.00

合計 11,740,510 8,926,539 10,802,109 10,081,749 10,827,167 9,811,295 9,307,048 9,036,519 100.00

５か国合計 11,144,136 8,480,792 10,489,886 9,805,023 10,681,237 9,630,264 9,193,311 8,855,343
5か国合計割合 94.92 95.01 97.11 97.26 98.65 98.15 98.78 98.00
(ﾒｷｼｺ～ｱﾒﾘｶ） 国・地域別輸入量の推移（生鮮）

↓ ↓

単単位位ををトトンンにに変変更更

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

平成 ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 令和元 ２ ３

メキシコ 6,610 4,466 6,052 6,292 7,407 6,945 7,682 8,014 メキシコ

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 2,360 2,813 3,427 2,583 2,650 2,220 1,225 599 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

ペルー 1,327 715 651 595 388 238 164 164 ペルー

タイ 499 287 232 240 136 129 87 65 タイ

アメリカ 348 199 128 95 100 98 34 12 アメリカ

その他 596 446 312 277 146 181 114 181 その他

合計 11,741 8,927 10,802 10,082 10,827 9,811 9,307 9,037

メキシコの割合 56.30 50.04 56.03 62.41 68.42 70.78 82.54 88.69
ｵｰｽﾄﾗﾘｱの割合 20.10 31.52 31.73 25.62 24.47 22.63 13.17 6.63
２国合計割合 95.32
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国・地域別輸入量の推移（生鮮）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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国産アスパラガスの春採りは１月から、夏
採りは5月頃から出荷が始まる。１キログラ
ム当たりの小売価格に大きな変動はなく、平
成27年から200円前後で推移している。
一年中出回り、簡単な調理でおいしく食べ
られ、料理の彩りとしても映えることから、
人気が高まっている。野菜として利用するの
は若芽の部分だが、収穫後も成長を続けるこ
とから、出荷時には真空予冷で芯まで冷却し

て出荷される。鮮度を保つため、購入後も穂
先を上に立てて野菜室で保存するとよい。
アスパラガスの中で最も栄養価が高いの
は、太陽を浴びて育ったグリーンアスパラガ
スで、ビタミンを豊富に含み、穂先にルチン
やアスパラギン酸といったアミノ酸の一種を
多く含む。中でも多量に含まれているアスパ
ラギン酸には、体内でエネルギー代謝を活発
にし、疲労回復を早める効果がある。

消費動向など

国・地域別輸入量の推移（調製）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「小売物価統計」）

ベジ探 輸出入情報 ※冷凍は、ベジ探は、中国・フランスのみ、データの無い年もあり。中国も323kg～9ｔ、4フランスも幅が広いため、
≪輸入≫品目別輸入先国・数量・金額・単価　（税番コード検索) ベジ探からは、作成せず。　　→　植物防疫から作成
種　別：その他調整野菜 品　目：アスパラガス

（単位：kg、） 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

平成 ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 令和元 ２ ３

中国 770,684 649,819 649,148 552,622 550,516 517,003 500,970 430,936

ペルー 198,371 279,881 187,152 233,756 199,659 326,325 438,235 297,856 国・地域別輸入量の推移（調整）

その他 10,183 5,187 4,101 5,069 7,671 4,095 3,803 4,181

合計 979,238 934,887 840,401 791,447 757,846 847,423 943,008 732,973

単位をトンに変更 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

平成 ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 令和元 ２ ３

中国 771 650 649 553 551 517 501 431 中国

ペルー 198 280 187 234 200 326 438 298 ペルー

その他 10 5 4 5 8 4 4 4 その他

合計 979 935 840 791 758 847 943 733

中国＋ペルーの割合 99.0 99.45 99.5 99.4 99.0 99.5 99.6 99.4
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小小売売価価格格（（東東京京都都区区部部））アアススパパララ
年 平平成成//令令和和 年平均

2022 4 204

2021 3 184

2020 2 186

2019 令令和和元元 185

2018 30 188

2017 29 190

2016 28 190

2015 27 190

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：総務省「小売物価統計調査」

平成27 28 29 30 令和元 2 3 4
年平均 190 190 190 188 185 186 184 204

小小売売価価格格（（東東京京都都区区部部））のの動動向向
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